
主な事業内容

豊田市共同募金委員会　34－1131

●「社会福祉協議会（社協）」とは？
　　地域で起こるさまざまな福祉課

ⓒ中央共同募金会

講演会の様子

＊地域福祉活

ご協力ありがとうございました

●皆さまから寄せられた会費の主な使いみち

平成21年度　赤い羽根募金・歳末たすけあい募金実績額

40,770,739円

ぜひ
お声をかけて
ください。

＜問合せ＞

日本赤十字社　愛知県支部（052）971－1591
　　　　　　　豊田市地区　34－1131

＜問合せ＞

　この運動は昭和22年から続いており、豊
田市では今年も区長さんや組長さんのご協
力をいただいて赤い羽根募金と歳末たすけ
あい募金を同時に募集させていただきます。 
　お寄せいただいた募金は、高齢の方や障
がいのある方、生活に困っている方のため
に使われます。
　みなさまのあたたかいご協力をよろしく
お願いします。

ご寄付ありがとうございます。敬称略・順不同（平成22年7月1日～平成23年2月28日までの寄付者一覧）

とよた

社協だより社協だより
第143号

社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATION

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年
も区長さんや組長さんのご協力をいただいて赤い羽根募金
と歳末たすけあい募金を同時に募集させていただきます。 
　お寄せいただいた募金は、高齢の方や障がいのある方、
生活に困っている方のために使われます。
  みなさまのあたたかいご協力をよろしくお願いします。

豊田市社会福祉協議会の理念・経営方針
理　念

経営方針

　私たちは、地域住民と協働して社会福祉事業を進め、子供から高齢者まですべての人々がと
もに助け合い、安全で安心して暮らすことができるぬくもりのあるまちづくりをめざします。

⑴福祉関係者との連携を密にし、積極的に地域福祉を推進します。
⑵愛と思いやりをもって質の高い福祉サービスを提供します。
⑶住民（会員）の期待に応えられるよう提案型の事業経営を行います。

４ 平成23年10月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金にご協力をお願いします！

ご寄付ありがとうございました（H23.4.1～6.30 敬称略、順不同）ご寄付ありがとうございました（H23.4.1～6.30 敬称略、順不同）

≪豊田市社会福祉協議会への寄付≫
　㈱豊田柴田工業松田一雄、岡本修司、㈱玉越、市高年大学６期生六三四会、香西洋子、
㈱ジェイ・ピー、鈴木英樹、進藤経夫、浅井悦司、成瀬博一、セウチダンススクール、
梅田康司、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、加藤鈴江、小池鈴子、
　暮らしの手作り工房ちゃるま、和戸璋敏、熊谷武、市ボランティア連絡協議会役員

≪豊田善意銀行への寄付≫
　野見山住人、市高年大学第３期文化工芸学科、チャイルド文化、
　丸和電子化学㈱黄レンジャーサークル、㈱都工業、すまいる演歌同好会

　豊田市社会福祉協議会は地域福祉推進の中核を担う組織として、災害復興支援ボランティアネットワー

クを始め、より身近な地域でお互いに支えあう地域づくりの推進のため、地域のコーディネートやネット

ワークの機能を積極的に活用、拡大すべく「住民主体」の福祉活動を展開してまいりました。

　平成22年度においては、「地域の福祉力」向上のため「ご近所支え合い事業」を新規に実施するととも

に、「学校ボランティアコーディネーター派遣事業」の拡充、「地域ふれあいサロン」の新規開拓など地域

住民の方や関係機関等のご協力をいただき、事業基盤を整備してまいりました。

　また、地域包括支援センターの相談支援活動の充実と地域福祉活動の協働体制を整備し、個別の福祉課

題解決に向けた対応を強化しました。

平成22年度事業報告

平成22年度決算報告
平成22年度

赤い羽根共同募金実績額
赤い羽根募金　　　３０,２４７,２２６円
歳末たすけあい募金　９,９９０,９３５円

＊ご協力は強制ではありませんが、募金の趣旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。
＊募金いただく金額に定めはありません。
＊会社等法人の寄付金は全額損金算入できます。
＊下記の金額を超える寄付金は「個人領収書」により控除の対象になります。
　・2,000円以上……所得税の寄付金控除
　・5,000円以上……個人住民税の寄付金控除
＊「個人領収書」をご希望の方は事前にお問い合わせください。 豊田市共同募金委員会　34－1131

＜問合せ＞

募集期間　10月１日～12月31日
赤い羽根共同募金は、誰でも参加できる身近な《福祉参加の機会》です。

●心配ごと相談事業
●福祉健康フェスティバルの開催
●ボランティア事業
●長寿祝事業
●消火器支給事業
●生活困窮世帯の支援　など

～募金の使い道～

収入
2,080,725千円

支出
1,512,903千円

補助金・受託金収入
644,053千円
（30.95%）介護保険収入

571,880千円
（27.48%）

利用料
8,157千円
（0.39%）

寄附金収入
14,910千円
（0.72%）会費収入

27,520千円
（1.32%）

雑収入
52,804千円
（2.54%）

負担金収入
8,135千円
（0.39%）

事業収入
7,337千円
（0.35%）

貸付事業等収入
6,770千円
（0.33%）

自立支援事業
137,916千円
（9.12%）

法人運営事業
182,430千円
（12.06%）

地域福祉
79,290千円
（5.24%）

在宅福祉
258,511千円
（17.09%）

施設管理運営
302,519千円
（20.00%）

資金貸付事業
5,892千円
（0.39%）

介護保険事業
546,344千円
（36.11%）

前期末支払資金残高
531,572千円
（25.55%）

自立支援法等収入
161,068千円
（7.74%）

共同募金配分金収入
46,520千円
（2.24%）



社協の結婚相談所は・・・

～結婚相談所は、初婚、再婚を問わず結婚相手を求めている方の相談に応じ、出会いの場を提供しています～

ステキな出会い、見つけませんか！

専用電話　34－2515

＜問合せ＞

　結婚したいけれど今まで機会に恵まれず、
良縁に結びつくことができなかった方たち
のために、良き伴侶を見つけていただくお
手伝いをします。
　まずは登録していただき、縁結びへの第
一歩を踏み出していただくことが大切です。
　多くの方にここでの出会いを通して、幸
せな結婚をしていただくことを願っていま
す。

♥相談日時
　毎週火・木・土曜日、午前10時～午後４時
　（年末年始と祝日は休み）

♥対象者
　・一般結婚相談………結婚を希望する配偶者を有しない方
　・ことぶき結婚相談…配偶者を有しない熟年者、概ね
　　　　　　　　　　　40歳以上で結婚の意志のある方 

♥備考
　・相談登録及び紹介は無料です。
　・相談内容の秘密は厳守します。
　・当事者の合意に基づく行為に起因する損害等は双方で
　　解決をしていただきます。

●第１回は、交流コーナーです。

イ　ヌ

10日（日）
ボランティアのつどい in ふじおか
午前９時30分～午後３時
会　場：中山小学校
問合せ：藤岡支所　76－3606
17日（日）
第９回小原ふれあいまつり
午前９時15分～午後２時30分
会場１：小原福祉センターふくしの里
会場２：小原福祉ビレッジ
問合せ：小原支所　65－3350
23日（土）
いなぶいきいきフェスタ’10
午前10時～午後２時30分
会　場：稲武福祉センター（多目的広場）
問合せ：稲武支所　82－2068

10月 福祉健康フェスティバル2010
会　場：市民文化会館
13日（土）社会福祉大会
　　　　　午前10時～正午
　　　　　問合せ：総務課　34－1131
14日（日）フェスティバル、講演会
　　　　　午前10時～午後４時
　　　　　問合せ：地域福祉課　31－1294

11月

５日（日）
ぬくもりの里開館10周年記念事業「ぬくもり祭」
午前10時～午後３時
会　場：市老人福祉センターぬくもりの里
問合せ：旭支所　68－3890
19日（日）
ボランティアのつどい
午前９時～午後３時
会　場：市福祉センター
問合せ：地域福祉課　31－1294

12月

交流コーナーの主なイベント
☆交流サロン
　第２水曜日　午前10時～正午
　だれもが交流できます！

☆収集物整理作業
　第１木曜日　午前10時～正午
　使用済み切手・ベルマークなどの収集物整理作業

みなさまのお立ち寄りをお待ちしております。

在宅生活支援、ボランティア活動や福祉行事のために貸出します。
対象は、市内に住所を有する個人又は団体です。

保管台数には限りがあります。
貸出中の場合もありますので事前に貸出窓口までご確認ください。

車椅子

松葉杖

四点杖

歩行補助器

ポータブルトイレ

着ぐるみ（全11種）

高齢者擬似体験セット

妊婦体験セット

アイマスク

点字器

福祉関係啓発ビデオ

１か月以内

３か月以内

１か月以内

１か月以内

１か月以内

７日以内

７日以内

７日以内

７日以内

６か月以内

７日以内

総務課　各支所　障がい者福祉会館　豊寿園

総務課　稲武支所

藤岡支所

藤岡支所

藤岡支所

地域福祉課

地域福祉課　下山支所　稲武支所

地域福祉課　

地域福祉課　旭支所　足助支所　小原支所　下山支所

地域福祉課　旭支所　足助支所　小原支所　下山支所　藤岡支所

地域福祉課

貸出期間備　品　名 貸出窓口

新しい豊田市福祉センターをご紹介します新しい豊田市福祉センターをご紹介します

ボランティアバスを運行しました！ボランティアバスを運行しました！

２ 平成23年10月 ３平成23年10月

【社会福祉協議会連絡先一覧】

社会福祉協議会の実施している障がい者を支援する福祉サービスをご紹介します社会福祉協議会の実施している障がい者を支援する福祉サービスをご紹介します
精神障がい者小規模作業所（はばたき工房・ポジティブ21いなぶ）
　市内に居住する精神障がい者（医療を受けている人）を対象に、軽作業・スポーツ・レク
リエーション・教養・文化活動・社会適応活動を行い、仲間づくりや憩いの場を提供し就
労意欲と社会適応能力の向上を図り、社会復帰を目指します。
〈実施場所〉
　（はばたき工房）障がい者福祉会館　　　（ポジティブ21）稲武支所

緊急一時保護事業
　在宅重度心身障がい児（者）を対象に、保護者の傷病・
冠婚葬祭又は学校等の公的行事への参加により介護がで
きない場合に、一時的に昼間保護をします。
〈実施場所〉障がい者福祉会館

レスパイト事業
　在宅重度心身障がい児（者）を対象
に、理由は問わずに一時的にお世話
します。
〈実施場所〉障がい者福祉会館

生活介護・地域生活支援デイ＜自立支援法＞
　障がい者の心身の特性に応じて、その人の持つ能力に応じ必要な
日常生活上の世話及び食事サービス、入浴サービス、機能訓練、作
業活動、創作活動を提供することによって心豊かな生活が送れるよ
う支援します。また、家族の身体的・精神的負担の軽減を図ります。
〈実施場所〉障がい者福祉会館、旭・足助・下山・藤岡支所

重度心身障がい児サマースクール
　小学生から高校生までの障がい児を対象に、学習（夏休みの宿題）・
散歩・遠足・レクリエーション等を通じて自立と社会参加を促進します。
〈実施場所〉
　サン・アビリティーズ豊田（障がい者福祉会館）
　藤岡保健センター（藤岡支所）

障がい児タイムケア事業
　障がいのある小中高生等が、日中活動する場を確保
することにより、障がい児を持つ親の就労支援及び日
常的にケアしている家族に一時的に休息を提供します。
〈実施場所〉障がい者福祉会館

障がい者・児居宅介護等事業＜自立支援法＞
　身体障がい者、知的障がい者、障がい児、精神障がい者の在宅生活を支援
するため、身体介護・家事援助等の居宅介護又は外出介護の援助を行います。
〈実施場所〉
　地域福祉サービスセンター、旭・足助・稲武・小原・藤岡支所

　第３回は、ホールをご紹介します。
　ホールは貸出施設の一つで、平成23年12月10・
11日に開催される「第31回豊田市社会福祉大会」と
「福祉健康フェスティバル2011」をオープニングイベ
ントとして予定しております。12月13日以降のご利
用は、９月から予約申請を承っております。
　座席は575席あります。そのうち、車椅子をご利
用の方がお使いいただける席を18席ご用意しており、
その席までは入口からバリアフリーになっていますの
で、段差を気にせずご利用いただけます。更に、親子
室を２室備えておりますので、小さなお子様をお連れ
の方でも安心してご利用いただくことができます。
　ホール内には難聴者用の補聴システムが導入されて
いますので、補聴器をご利用の方に明瞭な音声をお届
けすることができます（磁気コイル付補聴器が必要で
す。お持ちでない方には、事務所で専用受信機をお貸
しします）。
　ご利用にあたっては、舞台技術スタッフ（業務委託）
により、設備に関するご案内や事前打合せ、当日の舞
台管理を行わせていただくことで、安心してご利用い
ただけるようサポートします。
　皆さまのご利用を心からお待ち申し上げます。

　豊田市社会福祉協議会では、市民の皆様からの「被災地でボランティア活動がしたい」との声を受け、６月27日
（月）～７月１日（金）（現地活動は３日間）まで岩手県陸前高田市で市民ボランティア30名と一緒に活動を行いました。

豊田市福祉センター　電話　34－1131
（祝日を除く月曜日、12月28日～翌年1月4日は休館です）

＜問合せ＞

地域福祉課　　電話　31－1294

＜問合せ＞

●豊田市福祉センター　総務課　34－1131　●地域福祉課　31－1294　●地域福祉サービスセンター　32－4341
●障がい者福祉会館　34－2940　●豊寿園　27－2200　●旭支所　68－3890　●足助支所　62－1857
●稲武支所　82－2068　●小原支所　65－3350　●下山支所　90－4005 　●藤岡支所　76－3606

内部の様子

緞帳

ホワイエ

東日本大震災被災地復興支援活動

　被災地は自分にとって３年前の旅の思い出が詰まった場
所でした。被害の映像を見て、少しでもお手伝いができれ
ばとの思いで参加をしました。自分の年齢も考え、破傷風
の予防注射、常備薬など万全の準備をしました。30名の
メンバーで市内広田地区休耕田に入った漂流物の片づけを
行いました。活動当日の朝、どこで何をするのかが決まる
ボランティア活動。予想される機材は持っていったが、限
界がありました。しかし、仲間たちと工夫をしながら、前
日の反省を翌日の活動に活かしながら少しずつ、１つずつ
片づけを行いました。時には写真や現金、思い出の品が出
てきました。現地の区長さんから「被災地の状況を多くの
人に伝えて欲しい。忘れて欲しくない。」などの言葉が印
象的でした。現地のボランティアセンタースタッフからも

「皆さんの活動はほんの少しですが、
“その活動が必ずつながる”」と言わ
れ、自分たちも役に立てたのではな
いかと感じて活動を終えることがで
きました。

南　義人（岩滝町、71歳）
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社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATION

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年
も区長さんや組長さんのご協力をいただいて赤い羽根募金
と歳末たすけあい募金を同時に募集させていただきます。 
　お寄せいただいた募金は、高齢の方や障がいのある方、
生活に困っている方のために使われます。
  みなさまのあたたかいご協力をよろしくお願いします。

豊田市社会福祉協議会の理念・経営方針
理　念

経営方針

　私たちは、地域住民と協働して社会福祉事業を進め、子供から高齢者まですべての人々がと
もに助け合い、安全で安心して暮らすことができるぬくもりのあるまちづくりをめざします。

⑴福祉関係者との連携を密にし、積極的に地域福祉を推進します。
⑵愛と思いやりをもって質の高い福祉サービスを提供します。
⑶住民（会員）の期待に応えられるよう提案型の事業経営を行います。

４ 平成23年10月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金にご協力をお願いします！

ご寄付ありがとうございました（H23.4.1～6.30 敬称略、順不同）ご寄付ありがとうございました（H23.4.1～6.30 敬称略、順不同）

≪豊田市社会福祉協議会への寄付≫
　㈱豊田柴田工業松田一雄、岡本修司、㈱玉越、市高年大学６期生六三四会、香西洋子、
㈱ジェイ・ピー、鈴木英樹、進藤経夫、浅井悦司、成瀬博一、セウチダンススクール、
梅田康司、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、加藤鈴江、小池鈴子、
　暮らしの手作り工房ちゃるま、和戸璋敏、熊谷武、市ボランティア連絡協議会役員

≪豊田善意銀行への寄付≫
　野見山住人、市高年大学第３期文化工芸学科、チャイルド文化、
　丸和電子化学㈱黄レンジャーサークル、㈱都工業、すまいる演歌同好会

　豊田市社会福祉協議会は地域福祉推進の中核を担う組織として、災害復興支援ボランティアネットワー

クを始め、より身近な地域でお互いに支えあう地域づくりの推進のため、地域のコーディネートやネット

ワークの機能を積極的に活用、拡大すべく「住民主体」の福祉活動を展開してまいりました。

　平成22年度においては、「地域の福祉力」向上のため「ご近所支え合い事業」を新規に実施するととも

に、「学校ボランティアコーディネーター派遣事業」の拡充、「地域ふれあいサロン」の新規開拓など地域

住民の方や関係機関等のご協力をいただき、事業基盤を整備してまいりました。

　また、地域包括支援センターの相談支援活動の充実と地域福祉活動の協働体制を整備し、個別の福祉課

題解決に向けた対応を強化しました。

平成22年度事業報告

平成22年度決算報告
平成22年度

赤い羽根共同募金実績額
赤い羽根募金　　　３０,２４７,２２６円
歳末たすけあい募金　９,９９０,９３５円

＊ご協力は強制ではありませんが、募金の趣旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。
＊募金いただく金額に定めはありません。
＊会社等法人の寄付金は全額損金算入できます。
＊下記の金額を超える寄付金は「個人領収書」により控除の対象になります。
　・2,000円以上……所得税の寄付金控除
　・5,000円以上……個人住民税の寄付金控除
＊「個人領収書」をご希望の方は事前にお問い合わせください。 豊田市共同募金委員会　34－1131

＜問合せ＞

募集期間　10月１日～12月31日
赤い羽根共同募金は、誰でも参加できる身近な《福祉参加の機会》です。

●心配ごと相談事業
●福祉健康フェスティバルの開催
●ボランティア事業
●長寿祝事業
●消火器支給事業
●生活困窮世帯の支援　など

～募金の使い道～

収入
2,080,725千円

支出
1,512,903千円

補助金・受託金収入
644,053千円
（30.95%）介護保険収入

571,880千円
（27.48%）

利用料
8,157千円
（0.39%）

寄附金収入
14,910千円
（0.72%）会費収入

27,520千円
（1.32%）

雑収入
52,804千円
（2.54%）

負担金収入
8,135千円
（0.39%）

事業収入
7,337千円
（0.35%）

貸付事業等収入
6,770千円
（0.33%）

自立支援事業
137,916千円
（9.12%）

法人運営事業
182,430千円
（12.06%）

地域福祉
79,290千円
（5.24%）

在宅福祉
258,511千円
（17.09%）

施設管理運営
302,519千円
（20.00%）

資金貸付事業
5,892千円
（0.39%）

介護保険事業
546,344千円
（36.11%）

前期末支払資金残高
531,572千円
（25.55%）

自立支援法等収入
161,068千円
（7.74%）

共同募金配分金収入
46,520千円
（2.24%）


